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遡ること 448 年前の天正２年（1574）12 月、織田信長は分国内の街道整備を命じます。
市域もその対象となり、当時八橋宿を経由していた中世東海道（鎌倉街道）の南側に新た
な街道が造られました。のちに近世東海道となる道です。この街道新設は市域とその周辺
において村落再編の動きを生み出しました。市域東隣の里村（安城市）では鎌倉街道沿い
に住んでいた人々が移転し、現在の里町中心部である「本郷」が誕生します。市域では「知
立ノ本郷」（宝３丁目付近）の住民の多くが新しい街道沿い（池鯉鮒宿付近）に移り住ん
だという伝承が残るとともに、近隣の中世集落「永見」（西町本田付近）・「小林」（山町小
林）の存在が近世には確認できなくなります。おそらく街道沿いに移ったのでしょう。街
道新設は地域社会のありようを大きく変化させました。この変化は近世池鯉鮒宿誕生の前
提となり、ひいては現在の知立がかたちづくられるきっかけともなったのです。知立のま
ちは信長に始まるとも言えそうですね。� （市史編さん係 中川貴皓）
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逢妻川上空から望む知立の市街地
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市
史
通
史
編
の
執
筆
に
あ
た
り
、
資
料
整
理
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
腰
前

遺
跡
の
再
整
理
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
遺
跡
は
、
上
重
原
地
区

の
土
地
改
良
事
業
に
よ
り
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
時
は
調
査

自
体
に
追
わ
れ
、
詳
細
に
整
理
が
で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
再
整
理
を
行
っ
た
結
果
、
様
々
な
状
況
が
み
え
て
き
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
様
相
を
紹
介
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

腰
前
遺
跡
は
、
鎌
倉
か
ら
室
町
時
代
の
中
世
集
落
遺
跡
と
し
て
、
以
前
か

ら
研
究
者
に
注
目
さ
れ
て
き
た
遺
跡
で
す
。
こ
の
遺
跡
の
所
在
地
が
重
原
荘

と
い
う
中
世
の
荘
園
の
中
心
部
近
く
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
荘
園
に

暮
ら
す
人
々
の
集
落
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
左
図
で
も
み
ら
れ

る
と
お
り
、
遺
跡
の
中
央
に
大
き
な
溝
が
東
西
に
走
り
、
そ
こ
か
ら
南
北
に

溝
が
数
条
伸
び
て
い
る
状
況
が
み
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
溝
に
囲
ま
れ
た

空
間
が
八
か
所
存
在
し
て
い
る
状
況
が
み
て
と
れ
ま
す
。
こ
の
空
間
に
当
時

の
人
々
が
生
活
し

て
い
た
と
考
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

特
に
人
が
住
ん
で

い
た
と
考
え
ら

れ
る
地
域
は
、
Ａ

～
Ｄ
の
四
か
所
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
な
ど
の
遺
物
を
よ
く
観
察
し

た
と
こ
ろ
、遺
跡
全
体
に
同
時
期
に
生
活
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、

時
期
に
よ
っ
て
居
住
す
る
場
所
が
変
化
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
場
所
に
よ
っ
て
は
居
住
す
る
人
の
身
分
差
に
よ
り
、
住

む
場
所
が
違
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
状
況
を
想
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
建
物
が
少
な
い
場
所
は
、
畑
地
な
ど
で
あ
っ

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
腰
前
遺
跡
は
中
世
集
落
遺
跡
と

い
う
印
象
が
強
い
の
で
す
が
、
じ
つ
は
縄
文
時
代
の
石せ
き

鏃ぞ
く

も
採
集
さ
れ
て
い

ま
す
。
当
時
こ
の
あ
た
り
は
、
狩
猟
が
行
わ
れ
て
い
た
地
域
で
も
あ
り
ま
し

た
。
上
重
原
地
区
は
旧
石
器
の
ナ
イ
フ
形
石
器
や
縄
文
時
代
草
創
期
の
有ゆ
う

舌ぜ
つ

尖せ
ん

頭と
う

器き

が
見
つ
か
っ
た
地
域
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど

こ
の
遺
跡
か
ら
縄
文
時
代
早
期
の
石
鏃
も
一
点
み
つ
か
り
ま
し
た
。
人
々
は

こ
の
地
で
狩
猟
を
ず
っ
と
行
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
古
墳
時
代
の
有ゆ
う

孔こ
う

円え
ん

盤ば
ん

と
い
う
遺
物
も
み
つ
か
り
ま
し
た
。
古
墳

時
代
に
な
る
と
、
鏡
を
使
用
し
た
祭
祀
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
有
孔
円
盤
は

鏡
の
模
造
品
と
し
て
人
の
額
な
ど
に
つ
け
て
使
用
し

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
遺
跡
で
は
、
古
墳
時

代
の
遺
構
は
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
遺
物
が
少

し
み
つ
か
っ
て
お
り
、
当
時
こ
の
地
で
何
か
し
ら
の

儀
式
を
お
こ
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
は
研
究
者
に
留
ま
ら
ず
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
周
知
さ
れ
る
遺
跡
に
な
る
よ
う
に
調
査
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
考
古
部
会 

神
谷
真
佐
子
）

腰
前
遺
跡
の
資
料
の
再
整
理
を
お
こ
な
っ
て
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新
編
知
立
市
史
の
編
さ
ん
事
業
は
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
に
発
足

以
来
、
十
四
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
活
動
当
初
か
ら
市
域
に
関
す
る
古
い
資

料
・
情
報
収
集
に
つ
い
て
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
皆
様
よ
り

多
く
の
貴
重
な
資
料
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ご
提
供
い
た
だ
い
た
資
料
の
調
査
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
異
な
り
ま
す

が
、
そ
の
成
果
を
後
世
に
残
せ
る
よ
う
、
原
本
や
デ
ー
タ
を
保
存
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
古こ

文も
ん

書じ
ょ

の
調
査
・
整
理
作
業
を
紹
介
し
ま
す
と
、
く
ず
し
字
を

解
読
（
翻ほ
ん

刻こ
く

）
し
、
①
一
点
一
点
に
番
号
を
与
え
、
そ
の
文も
ん

書じ
ょ

の
作
成
年
月

日
・
作
成
者
・
内
容
を
反
映
し
た
資
料
名
・
宛あ
て

所ど
こ
ろ・

形け
い

状じ
ょ
う・

点
数
な
ど
、
詳

細
を
採
録
し
た
目
録
を
作
成
し
、
②
古
文
書
の
保
管
に
適
し
た
中
性
紙
封
筒

に
入
れ
、
③
中
性
紙
箱
へ
収
納
し
ま
す
。
さ
ら
に
④
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
整
理
し
て
お
け
ば
、
展
示
や
研
究
目
的
な
ど
で
閲

覧
依
頼
を
受
け
た
際
に
、
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
も
情
報
提
供
が
数
件
あ
り
、
文
化
振
興
係
と
合
同
で
資
料

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
一
件
に
松
島
屋
薬
局
さ
ん
（
中
町
）
の

資
料
が
あ
り
ま
す
。
家
屋
の
建
替
え
に
あ
た
り
、
土
蔵
や
旧
店
舗
な
ど
に
残

さ
れ
て
い
た
資
料
を
寄
贈
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
松
島
屋
さ
ん
は
江
戸
時
代
に

は
旅
籠
を
営
ま
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
頃
に
使
用
さ
れ
た
人
力
車
の
部
品
な

ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
は
薬
局
に
関
す
る
も
の
で
し
た
。
書
籍
や
古
文

書
類
約
四
〇
〇
点
の
他
、
多
種
多
様
な
薬
の
看
板
が
沢
山
あ
り
、
特
に
看
板

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
の
知
立
市
歴
史
民
俗
資
料
館
の
企
画
展
「
レ
ト
ロ
な

薬
の
看
板
」
で
展
示
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
古
文

書
も
一
部
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
松
島
屋
五
代
目
近
藤
松
衛
（
一
八
二
九
～

九
九
）
が
製
造
し
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
に
内
務
省
の
売
薬
許
可
を

得
た
「
神
明
眼
治
水
薬
」
や
「
ふ
り
だ
し
風
邪
薬
」
の
製
造
・
管
理
記
録
で

あ
る
『
売
薬
製
造
帳
』。
そ
こ
に
は
売
薬
税
検
査
員
の
チ
ェ
ッ
ク
が
入
っ
て

い
る
箇
所
が
あ
っ
た
り
、
明
治
十
六
年
の
『
薬
剤
小
売
帳
』
に
は
、
名
古
屋

鉄
砲
町
営
業
人
某
氏
製
薬
の
「
せ
き
の
粉
薬
」
の
請う
け

売う

り
（
委
託
販
売
）
の

記
録
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、『
薬
品
仕
入
帳
』（
同
十
七
年
）
に
は
、

カ
ミ
ツ
レ
・
接セ
ッ

骨コ
ツ

花カ

（
ニ
ワ
ト
コ
）・
橙ト
ウ

皮ヒ

・
山ク
チ

梔ナ

子シ

・
桂ケ
イ

枝シ

・
甘カ
ン

草ゾ
ウ

と
い
っ

た
漢
方
薬
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
実
際
に
取
引
さ
れ
て
い
た
薬

の
具
体
的
な
情
報
と
、
看
板
か
ら
感
じ
ら
れ
る
お
店
の
雰
囲
気
な
ど
が
相

ま
っ
て
、
営
業
当
時
の
松
島
屋
薬
局
さ
ん
の
生
き
生
き
と
し
た
姿
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
個
別
の
資
料
を
、
資
料
群
全
体
の
中
で
捉
え
る
視
点

の
必
要
性
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

　

古
文
書
に
は
具
体
的
な
事
柄
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
説
得
力
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
筆
跡
・
使
用
さ
れ
て
い
る
紙
・
メ
モ
の
よ
う
な
記
述
で

あ
っ
て
も
書
き
手
の
人
柄
を
知
る
手
掛
か
り
に
な
り
ま
す
。
虫
食
い
の
穴
も

貴
重
な
情
報
で
す
。
別
々
に
出
て
き
た
文
書
の
虫
食
い
穴
の
痕
跡
が
一
致
す

る
こ
と
で
、
本
来
は
一
連
の
も
の
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
場
合
が
あ
る
の

で
す
。
物
言
わ
ぬ
古
文
書
で
す
が
、
注
意
を
払
っ
て
観
察
す
る
と
、
語
り
か

け
て
く
る
こ
と
が
実
に
多
く
、
と
て
も
興
味
深
い
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

原
本
で
な
れ
ば
そ
の
情
報
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
原
本
を
後
世
に
ま
で
ご
覧
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
今
日
も
地
道
に
資
料
の
調
査
・
整
理
・
保
存
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。�

（
市
史
編
さ
ん
係 

安
藤
幸
子
）

事務局だより

資
料
調
査
の
現
場
か
ら
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 『
新
編
知
立
市
史
２ 

通
史
編　
近
代
・
現
代
』

　
　
　
　
　
　
　
　
菊
判
オ
ー
ル
カ
ラ
ー�

二
〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
四
年
三
月
刊
行
予
定

　

主
に
明
治
以
後
の
、
激
動
の
時
代
を
経
て
、
今
日
の
知
立
が
ど
の
よ
う
に

し
て
現
在
の
様
子
と
な
っ
た
の
か
、
丹
念
な
資
料
調
査
を
経
て
明
ら
か
に
し

ま
す
。
変
わ
っ
た
も
の
、
変
わ
ら
な
い
も
の
、
ど
ち
ら
も
大
切
な
歴
史
の
１

ペ
ー
ジ
で
す
。
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

☆�

新
編
知
立
市
史
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
・
市
役
所
市
民
課
・
観
光
交
流
セ

ン
タ
ー
・
八
橋
史
跡
保
存
館
で
購
入
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
既
刊

 『
新
編
知
立
市
史
３ 

資
料
編　
原
始
・
古
代
・
中
世
』

　
　
　
　
　

	

B5
判
二
冊
箱
入
り
（
付
図
あ
り
）	

四
五
〇
〇
円

 『
新
編
知
立
市
史
４ 

資
料
編　
近
世
』

　
　
　
　

	

B5
判
（
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
付
き
）	

三
一
〇
〇
円

 『
新
編
知
立
市
史
５ 

池
鯉
鮒
宿
本
陣
御
宿
帳
』　　
　
　

	

B5
判	

二
六
〇
〇
円

■
新
刊
（
令
和
三
年
七
月
刊
行
）

 『
新
編
知
立
市
史
１ 

通
史
編

 　
原
始
・
古
代
・
中
世
・
近
世
』

            

菊
判
オ
ー
ル
カ
ラ
ー

二
〇
〇
〇
円

刊行物のご案内
 『

新
編
知
立
市
史
６ 

資
料
編　
近
代
・
現
代
』

	

B5
判
（
付
図
あ
り
） 	

四
一
〇
〇
円

 『
新
編
知
立
市
史
７ 

資
料
編　
民
俗
』

	

B5
判
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
き
）	

三
七
〇
〇
円

 『
新
編
知
立
市
史
８ 

資
料
編　
自
然
』

	

B5
判
オ
ー
ル
カ
ラ
ー

	

（『
植
物
・
動
物
目
録
』
付
き
）	

四
七
〇
〇
円

 『
新
編
知
立
市
史　

 

別
巻　
文
化
財
編
』

	

A4
判
オ
ー
ル
カ
ラ
ー	

二
六
〇
〇
円

 『
新
編
知
立
市
史　

 

別
巻　
八
橋
編
』

	

B5
判
オ
ー
ル
カ
ラ
ー	

三
五
〇
〇
円

市
史
編
さ
ん
活
動
に
お
き
ま
し
て
、た
く
さ
ん
の
方
に
ご
協
力
・

ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

知
立
市
教
育
委
員
会
文
化
課
市
史
編
さ
ん
係

〒
四
七
二
―
〇
〇
五
三　

知
立
市
南
新
地
二
丁
目
三
―
三

（
歴
史
民
俗
資
料
館
内
）
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五
六
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八
三
―
六
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Ａ
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〇
五
六
六
―
八
三
―
六
六
七
五
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